
家畜衛生広報 

ながの 

引き続き豚流行性下痢（ＰＥＤ）に注意を 
お願いします！ 

～ ワクチン接種を徹底しましょう ～ 

 気温の低下にともない、PEDの発生が増加傾向にあります。 

 特に、今シーズンは、過去に発生がない農場での発生が多く見られるため、

改めて防疫対策の徹底をお願いします。 
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消毒は伝染病予防の第一歩 
まずは踏み込み消毒槽を畜舎に置きましょう 

 しあわせ信州創造プラン（長野県総合５か年計画）推進中     

飼養衛生管理基準の遵守 
・農場出入口等の消毒を徹底しましょう。 

・長靴は汚れを確実に落としてから踏込消毒槽で消毒しましょう。 

・導入豚は導入元の発生状況を確認し隔離観察を行いましょう。 

・死体の保管場所への野生動物の侵入防止対策を講じましょう。 

侵入防止 

ワクチン接種の徹底 
・分娩前の 2 回接種を継続し、全ての母豚の抗体価を底上げしましょう。 

・分娩舎を衛生的に保ち母豚のストレスを軽減しましょう 

・全ての哺乳豚が十分に乳を飲んでいるか確認しましょう。 

・ワクチンは日常の飼養衛生管理と併せて使用しましょう。 

被害軽減 

異常豚の早期通報 
・下記の異常を発見した場合はすぐに家畜保健衛生所に連絡しましょう。 

 

 
伝播防止 

＜ＰＥＤの症状＞ 

哺乳豚：黄白色水様下痢・おう吐と脱水 

死亡率はほぼ 100% 

離乳豚：混合感染がなければ 1 週間程度で回復 

死亡率は低い 

母 豚：食欲不振、泌乳停止等 

母豚の泌乳停止→哺乳豚の脱水・死亡 

大会マスコットキャラクター 

信州なび助 


